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【論文要旨】
　字音語「案外（アンガイ）」は，「案（アン）の外（ほか）」という漢語と和語からなる句をもと
にしてつくられた，和製語であると考えられている。これは，和製字音語の形成としては，珍しい
部類に属するもので，その経緯を明らかにすることは，意義深いことである。
　けれども，漢字列「案外」は各時代においてどう読むべきか，「アソノホカ」から「アンガイ」
がどういう経緯で形成されたかについては，まだ十分に明らかになってはいないと思われる。
　高山寺蔵のr蒙隷萬象名義』（1114）写本の「案」（第四帖十五ウ）の項目は，「於旦反床重席，
食器」と載っている。この語釈によれば，漢字「案」は床，重席そして食器などの実態的なものを
意味していたが。しかし，その後「考える」「計らう」などの思考動詞に転用され，さらに，予想
に反した事態に当面した際に，「案の外」「案外」のような用法が生み出された。
　本論では漢字「案」から派生した「案の外」と「案外」とが如何なる関係を持つのかについて，
平安時代から現代語の成立した明治・大正時代に至るまで通時的に論じることにする。そして「案
の外」「案外」は構文上での連用修飾の用法とその形態素の構成について，用例を通して分析を行
い，「案の外」から「案外」へ推移していく原因を究明する。
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1．はじめに
　言葉の意味が時代とともに変化していくことは日本語に限らず，世界中の言語の中でよく起る現
象である。ある語が誰かに比喩的・修辞的に用いられ，または誤用され，それまでと異なる意味で
用いられ，そしてその暫定的な用法が社会的に幅広く認められるようになると，その語の意味変化
或いは拡張用法は成立すると見られる。例えば，漢字「案」は，日本に伝わってきたとき，その原
義が「つくえ」「食器」などの実態的なものを指していたが，その後「考える」「計らう」などの思
考動詞に転用され，さらに「案の外」「案外」のような拡張的な用法が生み出された。本論は，同
じ漢字「案」から派生した「案の外」と「案外」は何時頃から文献に現れたのか，そして「案の外」
と「案外」は構文上での異同点から，どのように「案の外」から「案外」へ推移するのかを論じる
ことを目的とする。
　調査方法について，平安時代から明治・大正時代までの諸作品から，「案の外」「案外」の用例を
抽出して現れた時代と形態上の関係を考察する。また，明治・大正時代では，それ以前より極めて
多い連用修飾の用法に注目し，その直後に来る品詞の状況について分析を行う。採用したテキスト
は日本古典文学大系（岩波書店），近代日本文学（筑摩書房）の外，東京大学史料編纂所データベ
ース，太陽コーパス，国立国会図書館近代デジタルライブラリーなどの検索システムを利用した。
2．字書から見る「案」の語釈
　日本で現存する最古の辞書と見られる高山寺蔵のr笈隷萬象名義』（1114）’写本の「案」（第四
帖十五ウ）の項目には，「於旦反床重席，食器」と載っている。この語釈によれば，漢字「案」の
意味は床（中国語の床はベッドを指す），重席（重ねた敷物）そして食器である。1880年清国から
の駐日大臣の随員として来日した楊守敬氏は，著書r日本訪書志』（1881）の中で『籔隷萬象名義』
と中国の古辞書『玉篇』（543）との関係は，「此書蓋擦顧野王玉篇為本」（訪書志巻四小學二十七）
と位置づけた。もしその推論が正しければ，中国の魏晋南北朝時代以前では，辞書による漢字「案」
は「考える」「調べる」などの拡張用法はまだ現れないと考えてよいだろう。また，室町時代に成
立すると見なされる他の古字書では「案」の項目について，次の表1に載っている。
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表1．古字書における「案」の語釈
字　書　名 語　　　　　釈 推定成立年代
倭玉篇　篇目次第 案　烏旦切アソ反　几属　フムツクエ 室町時代中期写本注1）
アソ
夢梅本倭玉篇 案　食器也 慶長十年刊1605
アソ
慶長十五年版倭玉篇 案　カンガウル　ヲシマヅキ　ックヱ 慶長十五年版1610
アン
天文本字鏡紗二十巻本 翰案　バカラフ　カムカフ　ヲサフ　ミル　シヅカニ 天文16年修補1584
ユル
アン
白河本字鏡集二十巻本 案　ミル　バカラフ　カンカウ　ヲサウ 室町中期写本
シツカニ　ツクエ　ユル
アソ
慶永本字鏡集二十巻本 案　ミル　ハカラフ　カソカウ　ヲサウ 慶永23－24
シツカニ　ックヱ　ユル 年写本1416－1417
アン
寛元本字鏡集七巻本 翰案　ツクヱ　ユル　ミル 寛元三年1245
バカラフ　カムカフ　ヲサフ　シッカバ（二）
表1の示すように，r倭玉篇』と違い，『字鏡集』の系統では，「案」は「机」「食器」以外のいろ
いろな拡張用法が見られる。
　現代日本語において，漢字「案」は，r日本国語大辞典』第二版（2000年　小学館，以下『日国』
と略称す）の語釈によれば，①物を載せる台。②下書き。草案。③控え書き。留め書き。④まだ確
定していないで，調査や相談を要する事柄。計画。⑤思案。考え。などの意味を含むと見られる。
その内面的な予想，期待，考えなどの慣用表現について，話者自分の予想通りは「案の内」（ウチ），
「案の如く」，「案の定」（ジョウ），「案の図」（ズ），「案の物」（モノ），「案中」（アソジュウ），「案
利」（アンリ）などの表現があるが，そぐわないものは「案に相違する」，「案に違う」，「案の外」
（ホカ），「案外」（アソガ・イ），「案前」（アンゼン）などの表現がある。そのなかに意味が同じであ
る「案の外」と「案外」は，二つの異なり語として立てられる一方，単なる文字列の表記から見れ
ば，「案の外」と「案外」との違いは「の」の有無だけである。しかし実際の仮名表記によれば，
「アソノホカ」と「アンガイ」との違いが極めて顕著である。要するに，それは和訓読みと漢音読
みとの違いである。元々和語表現の「案の外」は時代が下るにつれて，漢語表現の「案外」に推移
していくだろうと考える。次節からこの仮説を検証していく。
注1）時代の区分について，『広辞苑第六版』の別冊付録「西暦・和暦対照表」によるもの。室町時代中期1422－
　　1477，室町後期1478－1573，安土桃山時代1574－1600，江戸前期1601－1687，江戸中期1688－1782，江
　戸後期1783－1853，江戸末期1854－1868。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－17一
3．古辞書における「案外」の読み方
　古代から室町時代までの「案の外」と「案外」の用例について，現存するそして公開されている
文献資料による調査の結果から，まず以下の2例をあげてみる。
例1．如此案外事令量行給旨，不異古賢之由，入道大納言所語也云々（『左経記』）
例2薄此レヲ見テ芸・，「此晦・麺リテ寄…泊薙ナムトス．然。バ，莚モナム，亦穐マ
　　　　カマヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　セメ　　　　カノヤツ　　　　　　　　　　　　　アソ　　ホカ　　　　 　　 　　　　マド　　　ジキ構ヲモシテム。今日ノ内二寄テ責ムコソ，彼奴ハ案ノ外注2）ニテ迷ハメ。其レニ，舟ハ皆隠
　　　　　　イカ　　　　　　　ス　　　シタリ。何ガセムト為ル」（『今昔物語集』巻第二十五源頼信朝臣責平忠恒語第九）
例1は平安時代中期の公家日記r左経記』（r増補史料大成　左経記』臨川書店1965）の長元四年
（1031）二月四日の記述の一部である。r左経記』の文体は「変体漢文体」で書かれた文章様式で
あるため，この「案外」の読み方が「アングワイ」（アソガイ）であるか或いは「アンノホカ」で
あるかを立証することには実に困難である。例2は平安時代末期に成立したと見られる『今昔物
語集』（r今昔物語集四』日本古典文學大系　岩波書店1962．3）巻第二十五「源頼信朝臣責平忠慨
語第九」からの用例である。明らかに『今昔物語集』巻第二十五の文体は『左経記』と違い，漢字
仮名交じり文（和漢混濡文）で書かれたと見られる。そのため，「案ノ外」は「アンノホカ」と読
むことが確認できると考えられる。
　平安時代に主に使われた文体について，通説では平安時代は桓武天皇の平安遷都から鎌倉幕府の
成立まで約390年間（794～1185），政権の中心が平安京（京都）にあった時代である。しかし，同
じ平安時代と言っても，400年近くの時代で文献上の表記形態（用字法）も多様であることが文献
資料の違いによって見られる。築島氏（1963）注3）の論説によると，平安時代の文体は次の五つに分
類される。
　1．純粋の漢文（漢字だけで綴られ，しかも正格の漢文法に準擦したもの。万葉假名で記された
　　語句や和歌をも含む）
　2．変膿漢文（原則として漢字だけで綴られてゐるが，正格の漢文法に準擦せず，日本語特有の
　　語彙を併用するもの）及び漢字片假名交り文（漢字と片假名とで一筆に記されたもの）
　3．宣命匿（漢字と万葉假名とで綴られ，しかも，万葉假名が小字で少し右寄せとなつてゐるも
　　の）
注2）版本により，表記の違いが見られる。「安の外」となっているのは，『孜諦今昔物語集　本朝部下』（冨山房
　1921．4），r今昔物語集三』（小学館1974．7），　r今昔物語集四』（岩波書店1994．11），　r今昔物語集③』（小
　学館2001．6）であるが，いずれ「安」は「案」の借字という注釈が載っている。
注3）『平安時代の漢文訓讃語につきての研究』（築島裕1963．3東京大学出版会）P20L12－P21L3に拠る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18一
　4．片假名を用ゐた文（漢文の訓黒占として漢字に補助的に片假名を付記したもの，及び片假名だ
　　け記された文）
　5．平假名文（殆ど平假名ばかりで，稀に漢文を交へて記された文）
そのため，文体の性質によって表記の形態が違うという結果が導かれると考えられる。要するに，
例1の「案外」と例2の「案の外」は，文体の違いによる文字表記上の違いを生じることが明ら
かである。この「案外」は「アンノホカ」と読むとは言い切れないが，同氏が「攣燈漢文は明らか
にすべて訓讃されたものに違ひない。」注4）と論じる内容によって，平安時代では漢文訓読の風潮が
盛んになることを考えれば，例1の「案外」は「アンノホカ」と訓読された可能性がかなり高い
と推測できるだろう。
　漢字文字列の読み方を判明する方法について，振り仮名を振っている資料を利用すれば，苦労は
しないだろう。しかし，それは二つの問題がある。第一，漢字文字列に全部振り仮名を振っている
文献資料は非常に稀である。また，その全振り仮名が付いている資料に，調査したい漢字文字列が
現れない可能性は免れない。第二，漢字文字列に振っている振り仮名は当時の作者が振った保証が
ない。そのため，古辞書の資料は有力な手掛りではないかと考えられる。「下学集」「節用集」「運
歩色葉集」など，室町時代に編纂され，そして江戸時代までに至る膨大な古辞書類の中に，「案外」
を項目として立てる辞書と立てない辞書を調査した。その結果は次の表2である。
注4）同書のP49L10に拠る。
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表2．古辞書における「案外」の振り仮名一覧表注5）
種　類 辞　書　名 案外 仮名表記 系　統 推定成立年代
下学集 元和三年板下学集 X ? 該当無し 元和三年板1617
寛文九年増補下学集 × × 該当無し 寛文九年1669
天正十七年増刊下学集 × × 該当無し 天正十七年1589
節用集 伊京集 ? X 伊勢本 ＊室町末期写
大谷大学本節用集 × ? 室町末期
天正十七年本節用集 ○ アンノホカ 天正十七年1589
天正十八年本節用集 × X 天正十八年1590
饅頭屋本節用集 × × 明応年写本1492－1500
玉里本節用集 X × 室町末期写本
正宗文庫本節用集 × X 室町中期一室町最末期以前
早大本節用集 × × 江戸初期一中期まで書写
広島大学蔵増刊節用集 × ? 慶長十三年書写奥書1608
古写本雑学類書
i文明本節用集）
○ 墨筆オシマヅキ・
Jンガフーホカ
髟Mアンーグワイ
文明六年1474
枳園本節用集
?
アンノホカ 印度本 ＊室町末期書写
弘浩二年本節用集
?
アンノホカ 弘浩二年1556
黒本本節用集 ○ アンノホカ 天正末年書写1591
永禄二年本節用集
?
アンノホカ 永禄二年1559
尭空本節用集 ○ アンノー ＊永禄八年以後間もなく頃書写1565
図書寮零本 ○ アンノホカ ＊「ラ」以下「ス」まで、室町末書写
村井本節用集 欠 欠 ＊慶長頃1596－1614
慶長九年本節用集 欠 欠 慶長九年1604
両足院本節用集 欠 欠 ＊慶長頃1596－1614
経亮本節用集 × × 永禄八年より後書写1565
新写永禄五年本節用集 ○ アソノホカ 永禄五年1562
易林本節用集 ? × 乾本 慶長二年1597
延宝八年本合類節用集 × ? 延宝八年刊1680
和漢通用集
?
アンノホカ 印度本に近い ＊元和寛永頃1514－1543
恵空編新刊節用集大全 ○ アソノホカ 該当無し 延宝八年刊行1680
書言字考節用集 ○ アソノホカ 該当無し 永禄十一年1568
運歩色葉集 天文十七年運歩色葉集 × × 該当無し 天文十七年1548
その外 塵芥 × ? 該当無し 永正七年以後1510清原宣賢自筆
色葉字類抄二巻本 × × 該当無し 自天養比長寛二十余年補綴1144－
P164、正和四年（1315）書写本拠り、永禄八年（1565）写了
色葉字類抄三巻本 ? × 該当無し 自天養比至子治承三十余年補綴1144－1180橘忠兼撰
前田本色葉字類抄 × ? 該当無し 二巻本による写本。書写年代未詳。
黒川本色葉字類抄 × × 該当無し 三巻本から増加した十巻本を天保十三年購入、それに拠り、黒河春村手抄で同年中秋完成1842
温故知新書 ? ? 該当無し 文明十六年書写1484
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以上の表2では，“○”を付けたのは「案外」が項目として立てられた資料である，“×”を付け
たのは「案外」の項目が立てられていないものである。“欠”は「ア」行の部分が欠落したもので
ある。『節用集』に属する各系統のなかに，印度本系統は欠落したものと『経亮本節用集』を除き，
「案外」の仮名表記はほぼ「アンノホカ」と載っているが，伊勢本系統に属する『文明本節用集』
では次の資料1注6）のように，
　　　　◆｝一　’s　－tシ盤竃・愛
資料1　『文明本節用集』の「案外」
「案」の右側に朱筆で「アン」を書いて，左側に墨筆で「オシマヅキ」「カソガフ」の仮名を振って
いる。そして，「外」の右側に朱筆で「グワイ」が見られるが，左側に「ホカ」の仮名を振ってい
る。中田氏（1970）注7）によると，r文明本節用集』には，朱・墨両様の書き分けがある。和訓と呉
音は墨筆で漢音は朱筆で書いたのである。つまり，「案外」の項目は漢音で読めば，「アングワイ」
となっていると考えられるだろう。しかし，他諸本の節用集と違って，『文明本節用集』ではかな
り高い頻度で単字ごとに呉音或いは漢音の読みを書く特徴が見られるので，朱筆で書いたものは
「案」と「外」の個別の音読みである可能性が高い。これは一語化になる「案外」は「アングワイ」
と読む決定的な証拠になっていないと考える。他諸本の節用集を見ると，「案外」の項目はすべて
「アソノホカ」の振り仮名が付いているため，『文明本節用集』だけの「案外」は「アングワイ」と
読むことが考えにくいだろう。そして，江戸時代の『恵空編新刊節用集大全』『書言字考節用集』
などの節用集も「アソノホカ」と仮名を振っている。
　また，ポルトガルからの宣教師による編纂した『日葡辞書』（1603～04）では，「案外」の項目
に，次の資料2のように載っている。
Allguai・LVbm③lino　foca　e。Fσf4　do弓∫μiげα4・
　　　　資料2．『VOCABVLARIO　DA　LINGOA　DE　IAPAM』（1604）に拠る拡大したものである。
注5）＊の印は川瀬一馬著書『増訂古辞書の研究』（雄松堂1955．11）の推論によるものである。『国語学大辞典』
　（国語学会　東京堂1980．9）P43の記述により，橘忠兼（たちばなのただかね）の閲歴については，本書
　の編纂時に内膳司の典膳であったことが知られるほかは，未詳。
lti6）国立国会図書館電子図書館貴重書画像データベースに公開した古写本『雑字類書』（文明本節用集）に拠る
　写真の一部である。
tt・7）『文明本節用集研究並び索引影印篇』中田祝夫著　風間書房（1970．7）P5に参照。
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邦訳版によると，「Anguai（アングワイ）。すなわち，　vomoino　foca．（思ひの外）自分が考えてい
たこと以外」（r邦訳日葡辞書』岩波書店1980）となっている。日本の古辞書の「案外」は「アン
ノホカ」の振り仮名と明らかに違ったことが見られた。恐らく『日葡辞書』は確実に「案外」を
「アングワイ」と読む証拠であると考えられる。「案の外」について，『日葡辞書』では項目として
立てないが，ただ「案」の項目の中に小見出しとして載っている。（9　Anno　foca．　Fora　do　que　bum
cuidaua．）しかしながら「Anno　foca」と「Anguai」の両方の読み方が『日葡辞書』に載っている
が，漢字がないため，「Anno　foca」の漢字表記が「案ノ外」なのか或いは「案外」なのか確定で
きない。その時期の古辞書での漢字表記がすべて「案外」であることから考えれば，漢字表記は
「案外」の可能性が高いと推測できるだろう。『文明本節用集』を除き，調査した古辞書では「案外」
の項目はすべて「アンノホカ」であるに対して，何故『日葡辞書』の「案外」は「Anno　foca」の
ほかに「Anguai」の読み方が表われるのか，それは吟味する必要があると思う。『日葡辞書』より
早く出版されたキリシタソ版いろは辞書『落葉集』（RACVYOXV　1598）では，「案外」について
の記述は次の資料3のように，
一一 E£・q’…一 p『’一し｝3－°しくりマ・い一k一レ、・“．縄K
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～玉ミ〈　s“　S－－r二．鐘一f〈．＿＿魯昏　．《一へ．£溌（｝土Lさ翌£・1＿
　　　資料3．キリシタン版いろは辞書『落葉集』における「案」の項目の記述に見える「案外」
『落葉集』では漢字の右側に音読みを示す平仮名を振っているが，左側に和訓の平仮名を振ってい
るものが見られる。それはr文明本節用集』と似ている傾向だろうと思われる。『落葉集』と諸本
の節用集との関係は本論では論じるつもりはないが，それを別として，『落葉集』によると，熟語
化の「案外」は音読みの「あんぐわい」であると思われる。この音読みの表記は恐らく『日葡辞書』
に影響を与えたかもしれない。
　以上の調査結果により，古辞書では「案外」の項目は「アンノホカ」の振り仮名を振っているも
のが主流であることが分かった。古辞書の読み方に基づいて考えれば，平安時代から室町時代まで
現れた「案外」は「アンノホカ」と読む可能性が高いだろう。
　また，日本で使われている漢字，漢語はすべて中国から伝わってきたものとは限らないが，「案
外」は漢字「案」と「外」の文字列を組み合わせて派生する熟語である。それでは，この熟語は中
国から伝わってきた用法であろうか，あるいは日本で作られた和製漢語であろうか。この疑問点に
ついて，中国古典資料の調査は台湾故宮博物館の「寒泉」古典文献全文検索資料庫（データベース）
を利用し，公開されている古代中国の文献記録を調べたが，「案外」という熟語は表われなかった。
そして，現在の中国語辞典のなかでも膨大な用語敷を誇る『漢語大詞典』（漢語大詞典出版社　中
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国1991）とr中文大僻典』（中國文化大學印行　台湾1973）を調べた限りでは，「案外」の項目
がなかった。要するに，「案外」という熟語は中国側では使われていないので，中国語では存在し
ない熟語であることが言えるだろう。そのため，「案外」は和製漢語であることが確信できる。
4．　文献上の「案の外」「案外」の用例
　「案の外」「案外」の古典資料の中での現れ方について，第3節に載せた用例1，2のほかに，ま
ず日本古典文学大系（岩波書店）をテキストとして調査した結果は次の用例が得られた。
　　　ふ　しゅぴ　　　　　　　　　　　　あと　　さき　　　　　　　くゆく）　　　あん　　ほか例3．不首尾を目まぜして，跡や先になりて行こそ案の外なれ。（巻47r好色五人女』P249）
　　　　のが　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんぐはいソ例4．見遁して置を有がたしと思はず。清盛に向ひ案外千万。（巻52r源平布引滝』P43－44）
　　　　　｛すちょうにんラ　　（ぶんざい）　　　　　　　　やっら例5．隼人「素丁人の分際で案外な奴等の。（巻53r韓人漢文手管始』P392）
　　　まんまんせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しま　　さんけい　　　　　　　かね　　　　　　　　　　　　　　おも　　　　　　　りkうし
例6．萬々先生は，よきついでなりと江の島へ参詣し，また金のいるなぐさみを思ひつき，漁師ど
　　　　いちやう　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　き　　　　ちびき　　　　　　　　　　　あん　　ほか　　うみ　　　　　　　　　　　きんぎん　　うを
　　　も一様のそろひのゆかたを染めて着せ，地引をさせしに，案の外，海川へすたれる金銀，魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころ　　　　　　　　　　　かね　　　　　　　　こま　　　にまじりておびただしくあがりしゆへ，心ならずもまた金がふへて困りける。（巻5gr莫切
　　　自根金生木』P127）
そして，東京大学史料編纂所による公開しているデータベースを利用し，古記録，古文書，奈良時
代古文書，平安遺文，鎌倉遺文などのフルテキストを検索して，次の用例も得られた。
（古記録フルテキストDB）
例7．光高一日給三疋，一祭給両人禄，案外事也。（『小右記』長和3年4月10日）
例8，案外之義出来可仕之由也。（r上井覚兼日記』天正13年9月18日）
例9．殊に案外出来候するなとと候事，（r上井覚兼日記』天正13年9月19日）
（古文書フルテキストDB）注8）
例10，萬一及錯乱候之者，案外之儀可出合候欺，（『島津家文書』天正13年12月13日）
例11．一元春不慮之儀不及言語次第，於吾等案外迄候，（r吉川石見家文書』天正15年1月14日）
例12．是ハ案外之次第二候之条，（中略）案外之御所縁被仰出候か，（『吉川家文書』天正15年月日
　　　不詳）
例13．内々無等閑衆なと案外之被申事共にて候つ，（『毛利家文書』慶長5年月日不詳）
例14．至廣嶋申遣之候条，案外之仕合可被致仰天候，（r吉川家文書』慶長5年7月13日）
例15．是又奉公に罷出候処，案外鐙に候，（『島津家文書』慶長5年9月2日）
例16．今度御弓矢，案外之御事にて御座候，（r毛利家文書』慶長5年10月16日）
例17．一昨日，返なから御懇承候，案外之成行残多存候へとも，（『吉川家文書』慶長9年8月18
　　　日）
注8）奈良時代古文書，平安遺文，鎌倉遺文には「案外」の用例がなかった。
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例18．去年長門臨國，上下悦非大形待付候之庭，案外二長門行規高二，江戸かかり，今時之様子と
　　　て，餓も事々敷仕，法度過候而，（r毛利家文書』慶長18年12月）
例19．御成敗之所，被分思食候而，案外之儀共，添次第，（r毛利家文書』元和3年12月5日）
例20．瀬戸茶入，以使老r被差越之，i墾之事候』（r増田家文書』延宝2年3月8日）
例21，案中之儀又案外之事迄にて候，（『吉川家文書別集』年月日未詳）
以上22例の中に，例4の「案外千万」は四字熟語であるため，例外とするほか，「案外」「案の外」
は連体修飾の機能を持つのは16例があり，そのパターソは次の三種類であると見られる。
①案外（案の外）　　＋　名詞　例1，例7，例9，例15
②案外な　　　　　＋　名詞　例5
③案外（案の外）之　＋　名詞　例8，例10，例12，例12’，例13，例14，例16，例17，例19，例
　　　　　　　　　　　　　　20，例21
名詞述語に相当するのは，例3，例11である。
連用修飾として使われているのは次の三種類である。
①案の外にて　　　　＋　用言　例2
②案外（案の外）　　＋　用言　例6
③案外に　　　　　　＋　用言　例18
　古文献資料と古典文学作品のなかの，資料の文体では，漢文体から得られた用例が一番多いため
（22例の中に17例），連体修飾の「案外之」の例もそれに伴って一番多いと見られる（16例の中に
11例）。その次の「案外」（16例の中に4例）の例は，実際に読む時，漢文訓読の法則で「アソノ
ホカノ」と読むはずと考えられる。残りの例5の「案外な」の例は，歌舞伎脚本『韓人漢文手管
始』（寛政元年1789初演）のなかに現れたが，それはもう江戸後期に入った後の用法であると見ら
れる。「案外な」のような連体修飾の形は現代日本語と一致しているが，その読み方は「アンノホ
カナ」という可能性がないとは言えないが，『韓人漢文手管始』の作者は大坂出身の並木五瓶
（1747－1808）であるので，当時の上方語を歌舞伎脚本に持ち込むのは考えられることだろう。『近
世上方語辞典艀9）（東京堂1964．3）によると，「案外」（あんがい・あんぐわい）の項目がある一方，
『江戸語大辞典』注10）（講談社1974．11）では「案外」の項目が見られない。要するに，「アングワイ」
は上方語の可能性が高い。例15の「案外な」は「アングワイナ」と読む可能性が高いと言えるだ
ろう。
　連用修飾の用法について，例2の用例に現れた「案の外にて」の「にて」は断定の助動詞ナリ
注9）『近世上方語辞典』は近世上方（京坂）市民の日常語を載っている辞書である。前田勇編，東京堂1964．3
　出版。
注10）r江戸語大辞典』は近世江戸の噺本，草双紙，読本，滑稽本，洒落本，人情本，川柳，狂言，歌舞伎脚本，
　　その他の諸言から江戸市民の日常語と思われるものを中心として編集された辞書である。前田勇編，講談
　　社1974．11出版。
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の連用形二に接続助詞テの付いたものであると考えられる。現代語に言い換えると「であって」
「で」に相当する用法である。それは「並列」の意味が捉えられるため，連用修飾の形から外す。
残りは「案の外」「案外」「案外に」の三つの形が見られる。その中，例18の用例に現れた「案外
に」の「に」は断定の助動詞ナリの連用形二であると考えられる。つまり，古文献・日本古典文学
資料では，「案外」（アソノホカ）「案外」（アングワイ）そして「案の外」以外，「案外に」（アング
ワイニ）の連用修飾の用例も見られた。
　以上の調査に拠り，明らかになったのは次の3点である。
　1．漢文体は他の文体より使われていたため，文字表記上では，「案外」は「案の外」より早く
　　現れたが，古文献資料に表われた「案外」は，「アソノホカ」と読む可能性が高い。そして室
　　町時代末期ごろ，音読みの「アソグワイ」が表われた。要するに，「案外」（アソグワイ）は
　　「案外」（アソノホカ）から派生した語である。そして「案の外」も「案外」（アンノホカ）か
　　ら生まれた語であると考えられる。形態上では漢字文字列の「案外」（アソノホカ）と漢字仮
　　名交り文字列の「案の外」は異形態の関係にある。
　2．中国語では熟語としての「案外」の用法はないため，「案外」は和製語であることが考えら
　　れる。
　3．例文の文法的構造から考えると，江戸時代まで，連用修飾の機能を持って働く「案外」は，
　　「案の外」「案外」「案外に」の三つの形態が見られる。
5．明治時代以後「案の外」「案外」の用例
　明治時代に入ると，西洋文化を積極的に取り入れる姿勢が見られる。辞書の編纂も洋学の影響を
うけ，それまでの節用集などの漢語辞書と言える古辞書と大別し，語の品詞と語釈を辞書の中に入
れた改革が見られた。明治期の国語辞書の中に，「案の外」「案外」を項目として立てる辞書は次の
表3で示す（「その他」は「案の外」「案外」以外の語形に現れた項目である）。
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表3．明治期の国語辞書のなかに項目として立てられる「案の外」「案外」の一覧表
辞　　　書 アン　　ホカﾄの外 アングワイﾄ外 その他 編　　　者 成立年代
語彙
? ?
× 木村正辞・横山由清・他 明治4～17
漢英対照いろは辞典 ×
?
× 高橋五郎 明治21
ことばのはやし ○ ○ X 物集高見 明治21
和漢雅俗いろは辞典 ? ○ X 高橋五郎 明治21～22
日本辞書　言海 × ○ × 大槻文彦 明治21～24
日本大辞典 × ○ 案外に團 山田美妙 明治25～26
増訂二版和漢雅俗いろは辞典 × ○ × 高橋五郎 明治25～26
日本大辞林 ? ○ 案の外に圃 物集高見 明治27
日本新辞典 × X × 三田村熊之介 明治28
帝国大辞典 ×
?
案外に國
ﾄ外の圏
藤井乙男・草野清民 明治29
日本新辞林 ? ○ 案外の圏
ﾄ外に圃
林甕臣・棚橋一郎 明治30
ことばの泉
? ? ? 落合直文 明治31～32
国書辞典
?
× × 落合直文 明治35
表3の内容により，明治期の国語辞書の中に項目として立てられた「案の外」は13冊の国語辞書
の中に4冊しか項目として立たないのに対して，「案外」は11冊が項目として立てられた。つまり，
「案の外」は「案外」よりかなり少ないことが分かった。辞書の中にどのような語を項目として立
てるのかは編集者の判断と参考文献・作品によって結果は違うと考えられるが，歴史のある「案の
外」は文語や古語として扱われると見られる。それに対し，字音語化の「案外」は当時の現代語の
地位を保ち，そして，「案の外」に替わって幅広く使われるようになった傾向が見られる。その点
について，明治・大正時代の小説・雑誌の用例を検証してみる。
　明治，大正時代の近代小説の中で，《案外》の連用修飾形について，r新潮文庫　明治の文豪』，
『新潮文庫　大正の文豪』（新潮社CD－ROM版）を利用し，分析する。「案外にて／案外にも／案
外に思う／案外という／案外とは」など（動詞の中止形・過去形などを含む），連用修飾の用法以
外は分析対象から外す。
　調査の結果として，明治・大正時代の代表的な小説に表れた連用修飾の《案外》の用例，そして
直後に来る被修飾語の品詞性についての統計は次の表4である。
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表4．『新潮文庫明治・大正の文豪』における《案外》の用例数統計表
地　の　文 会　話　文
作　家 作　　品 年　　代 案　外 案外に 案　外 案外に
動 形 形動 句 動 形 形動 句 動 形 形動 句 動 形 形動 句
石川啄木 悲しき玩具 1912．6 1
二葉亭四迷 其面影 1906．10－122 1 1
平凡， 1907．10－12 1
泉鏡花 婦系図 1908．1一 1
夏目漱石 硝子戸の中 1915．1－2
行人 1912．12－1913．11 3
こころ 1914．4－8 2 1
三四郎 19089－12 1
それから 1909 1
彼岸過迄 1912．1－4 1
道草 1915 1
明暗 1916 2 2 2
?
1910．3－6 1 1 1
我輩は猫である 1905．1－1906．81 1
国木田独歩 竹の木戸 1908 2 1
長塚節 土 1910 1 1
福澤諭吉 学問ノススメ 1880．7 4
島崎藤村
? 1912 1
岩石の間 1913 1
市井にありて 1930 1
千曲川のスケッチ 1900－1912 1
破戒 1905 1
春 1908 1
有島武雄 或る女 1919 1 3 2 1
久米正雄 学生時代 1918 1 1
葛西善蔵 悪魔 1912 1
芥川龍之介 河童 1927 1
偏見 1924 1 1
好色 1921 1
長与善郎 青銅の基督 1923 3 1
里見狩 多情佛心 1922 1 1
岩野泡鳴 愚き物 1918 1
発展 1911．12－1912．31 1 1
毒薬を飲む女 1918 2
梶井基次郎 檸檬 1935 1 1
合　　　　　計 12 14 16 132 4 2 4 0 3 1 1 0 0 0 0
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　表4の資料から見れば，地の文と会話文の用例を合わせてみると，連用修飾の「案外」の用例
数は合計で60例があったが，連用修飾の「案外に」の用例数は12例があった。「案外」に対し，
「案外に」の用例はちょうど「案外」の五分の一に止まった。また，同じ作品の中で，「案外」と
「案外に」とともに現れたのは，『こころ』『門』『土』『或る女』『発展』などの5作品である。明
治・大正時代小説の中に使われた「案外に」の12例は次のように示す。
例22．人の世を渡る有様を見るに，心に思うよりも案外に悪を為し，心に思うよりも案外に愚を働
　　　き，心に企るよりも案外に功を成さX“るものなり。（中略）之がために智者と錐ども案外に
　　　愚を働くもの多し。（『学問ノススメ』福澤諭吉）
例23．何となく，案外に多き気もせらる，自分と同じこと思ふ人。（『一握の砂』　石川啄木）
例24．令嬬iはその時始めて，一寸代助の方を見た。けれども答は案外に判然していた。（『それから』
　　　夏目漱石）
例25．久し振りに出京した宗助は，葬式を済ました上，家の始末をつけようと思って段々調べてみ
　　　ると，有ると思った財産は案外に少なくって，却って無い積の借金が大分あったに驚うかさ
　　　れた。（『門』　夏目漱石）
例26．例の通り紅葉を引手に張り込んだ障子が，閑静に閉っているだけなのを，敬太郎は少し案外
　　　延かつ物足らず眺めていたが，やがて沓脱の上に脱ぎ捨てた下駄に気を付けた。（『彼岸過迄』
　　　夏目漱石）
例27．次の日巡査は隣の傭人を連れて来て壁際の木の根を検べさせたが櫟の根は案外に少かった。
　　　（『土』　長塚節）
例28．私は一応自分の胸の中を調べて見た。けれども其所は案外に空虚であった。思い中るような
　　　ものは何にもなかった。（『こころ』夏目漱石）
例29．rそれはそれで構ひませんが』と，かの女の出方も案外におだやかで，　r子供はお父アんがい
　　　つ帰るだらうッて，楽しみにして待つてゐたんです，わ。』（r泡鳴五部作』岩野泡鳴）
例30．葉子は今更らに世間の案外に狭いのを思った。（『或る女』有島武郎）
「案外に」の例に対し，同じ作品の中に現れた「案外」の例は次の例31である。
例31．「この位のものらしいようでしたな，案外少かったんですな」巡査は手帖を反覆しながらい
　　　った。（『土』　長塚節）
　例27と例31の「案外に」「案外」は連用修飾の対象が同じ「少なかった」であるが，唯一の違い
は，「案外」は会話文の中に現れたのに対し，「案外に」は地の文の中に現れたということであっ
た。例23の石川啄木の短歌の例を除き，例24～例30の「案外に」はすべて地の文の中に現れたと
見られるが，恐らく「案外に」は「案外」よりやや硬い文の中に使われると考えられる。
　小説のほかに，当時の雑誌r太陽』での使用状況について，雑誌r太陽』の1895年・1901年’・
1909年・1917年・1925年の記事をテキスト化したr太陽コーパス』（国立国語研究所編）を利用
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し，「案の外」「案外」の用例を調査した結果は表5である。
表5．雑誌『太陽』における《案外》の用例数統計表
用　例 1895年 1901年 1909年 1917年1925年 合　計
案の外 0 0 0 0 0 0
案　外 4 8 8 35 30 85
案外に 6 15 8 5 5 39
　雑誌r太陽』では連用修飾の「案外」と「案外に」の例が多く見られるが，「案の外」の例は1
例もあらわれなかった。明治・大正時代の文学作品と同じように，1900年以降，連用修飾の「案
外」は増えていくように見えるが，それに対し，連用修飾の「案外に」は減っていく傾向が見られ
る。当時の「言文一致」運動の影響を受けたと言えるかもしれないが，文体の交代も恐らく1900
年前後に著しく進んでいただろうと考えられる。連用修飾の「案外に」の減少の原因を考えれば，
文体の交代と係わるかもしれない。更に，「案外」「案外に」に現れた文体の違いがあるかについて
も，調査した。雑誌『太陽』に現れた「案外」「案外に」について，文語或いは口語で現れた例の
統計は次の表6である。文体は『太陽コーパス』の編集者の判断によるものである。
表6．雑誌『太陽』の文体におき，《案外》の用例統計表
用　例 文　体 1895年 1901年1909年 1917年1925年 合　計
案　外
文　語 3 4 1 0 1 10
口　語 1 4 7 35 29 75
文　語 4 11 4 2 0 21
案外に
口　語 2 4 4 3 5 18
　連用修飾の「案外」と「案外に」は，文体が文語または口語に関係なく，両方ともに使われてい
るが，表6の統計から見れば，文語での用例数は「案外」の10例に対し，「案外に」は21例であっ
た。口語での用例数について，「案外」は75例であり，「案外に」は18例であった。統計上の数字
から見れば，「案外」の全85例の中に1コ語での例は76例であるので，恐らく「案外」は口語での現
れた頻度がかなり高いと言えるだろう。「案外に」については，文語での例は21例であったが，口
語での例は18例である。ほぼ五対五の態勢と見られる。
6．むすび
　記録体に見える漢字文字列の「案外」をどう読むかは微妙な問題であるが，「案外」は本来の漢
語には見当たらないものであること，中世の節用集類が依然として「アンノホカ」の読みをとるこ
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と等を勘案すると，「アソノホカ」の可能性がかなり高い（この点r日本国語大辞典』第二版の認
定は再考を要する）。さらに時代がくだると，確実に「アングワイ」と読める例が現れてくる。ま
た，「アンノホカ」も平行して用いられていることも分かる。
　本論の調査によると，一番早いと思われる「案外」の用例は，（1）有令申舞人一人装束料，給絹二
疋畢，光高一日給三疋，一祭給両人禄，案外事也。（r小右記』長和三年四月十日）であるが，一番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨリ　　セメ　　　　　 　　 　　　　カノヤツ　　 　　 　　　　　ホカ　　　マドアン早い「案の外」の用例は，（2）「今日ノ内二寄テ責ムコソ，彼奴ハ案ノ外ニテ迷ハメ。」（r今昔物語集』
巻第二十五源頼信朝臣責平忠恒語第九）である。漢文体で現れた「案外」と漢字仮名交り文で現れ
た「案ノ外」とは文体の違いが一目瞭然であるが，平安期漢文訓読法を考えれば，「案外」の読み
は「アソノホカ」の可能性がかなり高い。要するに，漢文体形態上の関係で「案ノ外」は「案外」
になったが，読み方は「アソノホカ」のままである。そして時代が下るにつれて，新たな音読み系
の「案外」（アソグワイ）が現れてきた。江戸時代の読み方について，第4節の例3と例4は次で
ある。
　　　ふしゅぴ　　　　　　　　あと　さき　　　　 くゆく）　　あん　ほか例3．不首尾を目まぜして，跡や先になりて行こそ案の外なれ。（『好色五人女』P249）
　　　　のが　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんぐはいソ例4．見遁して置を有がたしと思はず。清盛に向ひ案外千万。（r源平布引滝』P43－44）
　例3の「案の外」は古くから使われている形と読み方であるが，しかし，室町時代ではその用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんぐわい例が本論の調査資料では見出さなかった。例4の「案外」は無礼の意味であるが，読み方は「ア
ングワイ」と確認できた例であった。「案の外」「案外」の用例の推移について，次の表7で示す。
表7．文献上現れた「案の外」と「案外」の推移
文　体
　　　　時代
p語`態
奈　良
V10－794
平　安
V95－1184
鎌　倉
P185－1319
室　町
P3 2－1599
江　戸
P600－1867
明治・大正
P868－1925
?
漢文 案外
読み方は
Aンノホカ
ﾆ考える。
案外漢字仮名
?阨ｶ
読み方は
Aングワイ
ﾅある。
案の外 （用例がない）
国語辞書に
L載がある。
あんぐわい
iあんぐはい）仮名文
あんのほか
「案の外」の用例は，調査資料の範囲では明治期以降は現れなかった。小説や雑誌の実例から見れ
　　　　　　　　　　　アングワイば，「案の外」の用法は「案外」に移行していくだろうと考えられる。また，明治・大正時代の作
品における「案外」の連用修飾の形態と直後の品詞について，次の表8で示す。
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表8．明治・大正時代作品に「案外」の直後に来る品詞の状況
文の種類 用語形態 形容詞 形容動詞 動　詞 句 小　計
案　外 11 19 6 20 56
地の文
案外に 3 1 1 5 10
案　外 4 1 0 0 5
会話文
案外に 0 0 0 0 0
そして，「案外」「案外に」は雑誌「太陽」での状況は，次の表9で示す。
表9．明治・大正時代雑誌『太陽』に現れた「案外」の直後に来る品詞の状況
年代 1895 1901 1909
文体
品詞 形 形動
?
句 小計 形 形動
?
句 小計 形 形動 動 句 小計
案　外 1 1 1 3 1 2 2 5 1 1
文語
案外に 3 1 4 4 4 3 11 2 2 4
口語
案　外 1 1 2 1 1 4 2 1 4 7
案外に 1 1 2 2 1 1 4 1 2 1 4
年代 1917 1925
文体
品詞 形 形動 動 句 小計 形 形動 動 句 小計
案　外 0 1 1
文語
案外に 2 2 0
案　外 4 10 2 19 35 12 8 9 29
口語
案外に 2 1 3 2 1 2 5
　明らかに「案外」は会話文より地の文のほうで良く使われる傾向が見られる。一方で，「案外に」
は表4と表8の結果から見れば，地の文しか現れていないので，会話文にあまり使われていない
ことが分った。また，直後の句を修飾する用例が多いため，「案外」の叙述性がかなり高いと考え
られる。それは「案の外」の叙述性が高いと一致している。
　結論として，明治・大正時代の作品における「案外」（「案外に」）の連用修飾の用法を見ていく
と，
　（1）「案外」は会話文より地の文のほうに良く使われる。「案外に」はその逆の傾向が見られる。
　（2）単なる語よりも句全体を修飾する用例が多い。
　（3）「多い」「大きい」「器用だ」「丈夫だ」などの程度に関わる形容詞・形容動詞を修飾する用例
　　が目に付く。
　このように「案外」（アンガイ）は多彩な連用修飾の用法を持つことにより，そのもととなった
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「案の外」（アンノホカ）を衰退させてしまった要因であると考えられる。
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